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1.緒 言

　 日本 の現代社会における舞踊(dance)は,

劇場や野外のスペースなどで行われているもの

をはじめ,宗 教的 ・儀式的な舞踊,学 校で行わ

れている教育舞踊(身 体表現やフォークダンス

など),治 療的な舞踊(ダ ンスセラピー)な ど

に細分化 され多様化してきている。 また近年で

は,川 口')の研究にもみ られるように,運 動へ

の参加率が年齢 を追 うごとに減少 してい る運

動 ・スポーツ種 目において,舞 踊(dance)は

年齢を追うごとに参加率が増加傾向にあること

か ら,生 涯学習の一環 として多 くの人に親 しま

れて きている。

　しか し,舞 踊(dance)が 多様化 してきている

にもかかわ らず,芸 術文化の他の領域(音 楽 ・

美術など)と 比べ ると,舞 踊鑑賞のために劇場

やホールへ直接足 を運ぶ人は限 られてお り,そ

の認知度は低いと思われる。その背景 として,

尼ヶ崎2)が述べている日本の舞踊制度の問題が

挙げられる。尼ヶ崎によると,日 本の舞踊(dance)

界には,西 洋的芸術観の枠には収 まらない伝統

的芸道や素人の踊 りへの欲望や 日本的社会シス

テムなどが混在 している。

　また,日 本の舞踊家が国内では評価 されずに

海外で国際的に評価を受けるケースが多い現状

は,日 本という国や社会における舞踊の位置づ

けを問題視せ ざるをえない。

　筆者が事前に行った,舞 踊鑑賞者 を対象 とし

た予備調査において,舞 踊を劇場やホールで鑑

賞 した経験があると答えた人数は全体の約40%

であった。舞踊ジャンル別に比較すると,ク ラ

シックバ レエやヒップホップが半数以上を占め

てお り,モ ダンダンスや コンテンポラリーダン

スといった舞踊ジャンルは全体の約10%で あっ

た。

　筆者は,幼 少期よりさまざまな舞踊(dance)

に触れてきたが,特 に現在では 「舞踊(dance)=

自分と向き合 う,自 己表現」という内面性 を大

切にとらえるように変容 してきた。モダンダン

スや コンテンポラリーダンスを通 して,舞 踊

(dance)が,「 人間の心と身体そのものが密接

に結びついている」 ということを実感するよう

になった。そこで,受 け手である鑑賞者にとっ

て,送 り手である踊 り手(創 作者)の 発する意

図をどのように知覚 しているのかという部分 に

疑問を持つようになった。

　 また,舞 踊(dance)鑑 賞未経験者 と経験者

では,舞 踊作品の捉え方が異なるのではないか

と考える。それは,単 に舞踊(dance)を 観る

という行為でも,さ まざまな観かたがあると筆

者 は考えるか らである。

　本論では以上のことをふまえ,鑑 賞者 と踊 り

手 における享受内容のメカニズムを明 らかにし

てい くとともに,鑑 賞者における作品の鑑賞態

度の相違について論及する。

2.目 的

　本研究では,舞 踊鑑賞の未経験者および経験

者を対象に,筆 者 自身が創作 した舞踊作品を鑑

賞してもらい,そ の前後にアンケー ト調査 を実

施する。このアンケー ト調査の結果か ら次の事

柄 を明らかにする。

① アンケー ト調査で得 られた回答 をKJ法(発

　想法)3)に よりカテゴリー に分類 し,鑑 賞未
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　経験者お よび鑑賞経験者間での,舞 踊の捉え

　方を比較検討する。

②鑑賞前 と鑑賞後でのそれぞれの,舞 踊に対す

　 るイメージについて考察する。

③鑑賞者 と踊 り手(筆 者)問 での,作 品に対す

　 るイメージを比較する。

　以上の事柄を通して,舞 踊作品の上演におけ

る,送 り手 と受け手のメカニズムを明らかにす

るとともに,鑑 賞未経験者および鑑賞経験者は

どのような視点やイメージをもって舞踊(dance)

を鑑賞 しているのか,検 討 していく。また,日

本 という国や社会における舞踊(dance)の 位

置づけを把握 しつつ,今 後の創作活動や 日本に

おける舞踊(dance)の 発展に役立てていきたい。

3.方 法

1)研 究方法

調査期間:平 成20年9月25日 か ら10月3日 まで

　　　　　の間で,5回 にわけて調査を実施 し

　　　　　 た。上演場所は5回 中2回 が別の場

　　　　　所での鑑賞 とする。

質問用紙:質 問用紙は,① 未経験者用(鑑 賞前),

　　　　　②経験者用(鑑 賞前),③ 未経験者

　　　　　用(鑑 賞後),④ 経験者用(鑑 賞後),

　　　　　⑤鑑賞用チェックリス ト注※(鑑賞後),

　　　　　 の5種 類 を作成した。

　　　　　注※ 『鑑賞用チェックリス ト』は,

　　　　　先行研究 「動 きの感情価 に関する研

　　　　　究その2.舞 踊作 品の評定比較」4)で

　　　　　使用 された評定表 を用 いた。1群

　　　　　 「運動の基本的な型 をもた らしてい

　　　　　 ると思われる語」18項 目,H群 「表

　　　　　 し出される多様な感情を分類した語」

　　　　　 25項 目の計43項 目の対語表である。

調査対象:K大 学在学中の学生190名 お よび学

　　　　　外者9名(男 性5名 ・女性4名)を

　　　　　対象 に,筆 者が創作 した舞踊作品を

　　　　　鑑賞 し,ア ンケー ト調査を実施 した。

　　　　　 なお,学 外者はすべて舞踊(dance)

　　　　　経験者である。

鑑賞作品:タ イ トル 「みち」

　　　　　筆者自身が創作 した,約8分 間のソ

　　　　　ロ作品

2)分 析方法

〈KJ法 〉

　質問用紙① ・③の,舞 踊(dance)に 対する

イメージと,② ・④の,鑑 賞 した作品に対する

イメージの自由記述については,KJ法(発 想法)

を用いて,カ テゴリー分けをし,観 点を見出す

ことにした。

　 まず,自 由記述で書かれている文章を 「1事

項1カ ー ドの原則」により,で きるだけ一・言に

「単位化」 したものを紙に記 し,「カー ド化」す

る。次に,こ の 「カー ド化」 したものを,鑑 賞

用チェックリス トの感情語群1群(運 動の基本

的な型 をもた らしている語)・II群(表 し出さ

れる多様な感情を分類 した語)を 参考に,大 き

く2つ にわけ,そ こに当てはまらないものはそ

れらでグループをつ くった。そして,グ ループ

内で 「圧縮化」 し,圧 縮 したグループに見出し

をつけることにした。 この見出しを,「小 カテ

ゴリー」 とし,さ らに観点を絞るため,小 カテ

ゴリーをさらに 「圧縮化」 し,「大カテゴリー」

にグループ化 した。

〈因子分析〉

　鑑賞用チェックリス トの43項 目について,未

経験者 と経験者を合わせた回答 を,最 尤法プロ

マックス回転による因子分析を実施した。この

分析 によ り,鑑 賞者における作品鑑賞の際の潜

在的観点を探 ることにする。

　 また,こ の結果をもとに,各 項目別にt検 定

(等分散を仮定 した2標 本による検定)を 行い,

作品鑑賞の際の潜在的観点における,未 経験者

と経験者間の比較を行 う。

4.結 果 と考察

　本論文では紙数の関係上,因 子分析の結果お

よび考察については省略する。

1)鑑 賞前の結果 と考察

①鑑賞前の未経験者の舞踊に対するイメージ

　舞踊(dance)に ついてのイメージの自由記

述を,KJ法 で分析 した。

　 まず,鑑 賞用チェックリス トの項 目を参考に,

「1群 ・運動の基本的な型をもたらしている語」
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「H群 ・表 し出される多様な感情を表 した語」

「受け手の感情」 「その他」 と大カテゴリーを4

つ設定 し,そ こか ら小 カテゴリーを抽出 して

いった。

　最 も多かったイメージは,II　 「楽 しい ・楽

しそ う」で53人 が 回答 していた。 また,1群

「リズム ・リズ ミカル」 という回答を12人 が し

てお り,こ の2つ の回答から 「リズミカル」な

動 きが 「楽 しい ・楽 しそ う」 とい う感覚に繋

がっていることがわかる。次に多かった回答で

は,1群 「かっこいい」44人,II　 「華やか ・

華麗」41人,受 け手の感情 「美 しい ・きれい」

37人 であった。これ ら3つ のカテゴリーに共通

しているのは,舞 踊鑑賞の未経験者でも容易に

動 きをイメージで きる言葉だということである。

　 II　に分類された回答は,「静的」 と 「明るい」

の小 カテゴリーに分けられた。ここで注 目すべ

きは,舞 踊(dance)の イメージとして 「暗い」

感情 を表す回答がなかったことである。また,

「受け手の感情」のカテゴリーでは,す べての

回答がプラスのイメージを連想させるものであ

り,そ の中で 「感動的」「わ くわ くする」といっ

た鑑賞者自身の心に直接影響する回答を19人 が

していた。 これ らをふまえると,未 経験者全体

を通 して,舞 踊(dance)を プラス志向で捉え

ていることが認め られる。

　 「芸術的」の小カテゴリー内では,「 音楽」

という観点か ら回答 している人が最 も多 く,

「音楽に合わせて体 を動かす」「音楽が特徴的」

といった,舞 踊 と音楽の関係性 を重要視 した意

見がみ られた。その他 に,「 自己表現」や 「感

情表現」をする手段の一つ として舞踊(dance)

を捉えている回答もあった。これは舞踊(dance)

をす る 「身体」 よりも,そ こか ら湧 きおこる

「感情」や 「表現」に注目している回答 といえる。

②鑑賞前の経験者の舞踊に対するイメージ

　舞踊(dance)に ついてのイメージの 自由記

述 を,未 経験者 と同様にKJ法 で分析 した。

　 1群 に関 して回答している鑑賞者はわずか6

人であ り,未 経験者との違いが大きくみられた。

H群 では,未 経験者ではみられなかった 「暗い」

イメージの言葉がみられた。

　最 も未経験者 と異なっていた点は,「人間的」

カテゴリーの出現である。 ここでは,経 験者の

中でも特 に,舞 踊(dance)の 上級経験者たち

の回答が多い。「生 ・死」「心 ・魂」「生 き様」

などの回答か ら,舞 踊(dance)を 通 して,舞

台上の踊 り手を人問そのものとしてリアルに感

じていることがわかる。

　ダンサーの身体的特徴を捉 えている回答では,

未経験者 と同様に 「体が柔らかい」が多かった。

しかし,身 体に関する回答は全体の5人 しか回

答 してお らず,舞 踊(dance)を イメージする

とき,経 験者にとって身体的特徴はあまり重要

ではないことが伺える。

　経験者の中には,舞 踊(dance)と 音楽のか

かわ りを舞踊(dance)の ジャンル別に指摘す

るような回答や,「 興味 を持つ人 ・持 たない人

に差がある」などの回答がみ られた。

　 また,未 経験者の回答で もみ られたような

「自己表現」「感情的」 という回答が多 く,舞 踊

(dance)の イメージとして,「 表現」に重点 を

おいた回答が多かった。

③未経験者と経験者間の比較考察

　未経験者 と経験者それぞれの結果か ら,未 経

験者は舞踊(dance)を,「 動 き」の視覚的に捉

えられる要素のみで捉 えている人が多いが,そ

れに対 して経験者は,「動き」から表される 「感

情」や,踊 り手を 「人問そのもの」として感じ

取 っていると考えられる。

　 また,舞 踊(dance)の イメージとして未経

験者の 「現実離れしているもの」とい う回答と,

経験者の 「リアル」 という回答から,非 常 に温

度差があると感 じられる。また,上 級経験者の

中では,舞 踊(dance)に 対す るイメージが

「生 ・死」 といった回答 もあり,未 経験者が 「娯

楽的」 と捉えている回答 と全 く異なるものだと

思われる。これは,舞 踊(dance)ジ ャンルに

おける未経験者のイメージがクラシックバレエ

を想定しているのに対 し,上 級経験者のイメー

ジす る舞踊(dance)ジ ャンルがモダンダンス

やコンテ ンポラリーダンスであるという違いに
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よるものだと考えられる。

　また,経 験者と上級経験者間でも,踊 り手と

して普段活動 している上級経験者は,よ り自分

に近いものであるがゆえに,「呼吸」「心」「生 ・

死」 というような自己から発す るという観点で

人間的な回答が多かったのではないかと推測す

る。

2)鑑 賞後の結果 と考察

①鑑賞後の未経験者の舞踊に対するイメージ

　鑑賞した作品についての,イ メー ジの自由記

述を,KJ法 で分析 した。

　 まず,鑑 賞用チェックリス トの項 目を参考に,

「1群 ・運動の基本的な型をもたらしている語」

「II群 ・表 し出 される多様 な感情 を表 した語」

「受け手の感情」「その他」 と大 カテゴリーを4

つ設定 し,そ こか ら小 カテゴリーを抽出 して

いった。

　 1群(運 動の基本的な型)の 「動 き全体を通

して見ている」のカテゴリーには,「 動 きが幅

広い」「1つ の流れができている」のように,

動 きの質を見なが らも全体を把握 しようとして

いるように思われる回答や,「 予想がで きない

動 き」「非 日常な動 き」の ように,あ る時点で

の動 きを見ているというよりも動 き全体 を集約

し,自 分の言葉に置 き換 えた回答があった。

　 「強い動 き」のカテゴリーは28人,ま た 「弱

い動 き」のカテゴリーには12人 が含 まれ,作 品

が時間的に進む とともに動 きの質 も多様に変化

を遂げていることか ら,鑑 賞者はそこか ら最 も

印象 に残った動 きの質を回答 していると考えら

れる。

　 1群(運 動の基本的な型)の 大カテゴリー内

で最 も多 くの人が回答 している小カテゴリーは,

「指先 ・足先の動 きに着 目」で,48人 が 回答 し

ている。創作者は,「不安」や 「模索」,「葛藤」

といった感情 を,指 先や足先の細かい動 きで表

現 してお り,そ れが鑑賞者にとっては視覚的に

も受け取 りやす く,記 憶に残 る動 きの一つ と

なっていたことが認められる。

　 しか し,ほ とんどの人が手足の動 きを視覚的

に受 け取っているのみで,こ れ らの動きから創

作者の意図した,「 不安」や 「葛藤」などの感

情について回答 している人は見 られなかった。

　 1:(多 様 な感情 を表 した語)の 大カテゴ

リー内は,ま ず 「後向 きな感情」「前向きな感

情」の2つ のカテゴリーに分けられた。

　 「後ろ向きな感情」のカテゴリー内では,①

外部の力 を強調 した回答,② 作品の中の人物の

心情 を強調 した回答 に分かれた。「外部の力」

を感 じた意見の中では,そ の 「力」 となる対象

物(「 壁」など)を 思い描いた人と,対 象物 に

対 して生 まれる感情 に着 目している人 とに分か

れた。その中で,「 葛藤」 とい う言葉で表現 し

ている鑑賞者が多 く見受けられ,舞 台上では見

えていない何かを,作 品を通 して想像 している

ことがわかる。また,「 後向 きな感情」を持 ち

つつ も,「必死 さ」「もがいている」のようにそ

れを受け入れ られない感情 として表 している回

答 もあった。

　 H群 のカテゴリー内で注 目すべ き点は,鑑 賞

前の未経験者のイメージではみられなかった,

「暗い」「後向 きな」 感情が,舞 踊鑑賞後では

「前向きな」感情以上 に多かったことである。

鑑賞前の未経験者にとって,舞 踊(dance)に

対するイメージは比較的明るい ものであったが,

今回の作品を鑑賞することで舞踊(dance)に

対する新たなイメージが生 まれた と認められる。

　 また,「 演技 ・演劇的」 と捉えた回答が多数

あ り,舞 踊(dance)を 鑑賞する上で,視 覚的

かつ感情的に捉えている人が多いことがわかっ

た。 「前向きな感情」 として捉 えている回答 に

もこれ と同 じことがいえる。 ここでは,「 すす

んでいく」「立ち向かってい く」の ように方向

性を示す回答から,「強い気持ち」「意志」 など

の感情的な回答へ とイメージが繋がっているよ

うに考えられる。

　次 に 「受け手の感情」の大カテゴリーについ

ての結果を考察する。

　 ここでは,舞 踊(dance)を 初めて鑑賞する

受け手にとって,「 考えさせ られる」や 「想像

が膨 らんだ」などの舞踊(dance)を 思索的に

捉 える回答が多かった。「共感 した」 という回

答(4人)も みられ,自 分自身 と作品とを重ね
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合わせている鑑賞者がいた。

　 「作品の内容」 では,「 場面」を想像 してい

る回答,「 作品の展 開」や 「テーマ性」 を重視

した回答など,あ らゆる角度か ら舞踊(dance)

作品を観ている印象を受けた。

　その中でも,「訴えて くる」といった回答(19

人)が 多 く,同 じ空間か ら踊 り手の発 している

何 らかの思いを,自 分自身に 「訴えて くる」 と

受けとめている。

　次に,「表現」のカテゴリーについて考察する。

ここでは,「感情 を表現 している」または,「動

きに思いが込め られている」 といった人間の内

面性を重視 して捉えている回答が多かった。ま

た,「 何かを表現 しているよう」な ど,具 体的

にはわか らないが,舞 踊(dance)を 「表現す

る媒体の一つ」 として捉えている人が多いこと

がわかった。鑑賞前の 「未経験者の舞踊(dance)

のイメージ」による結果 と比較すると,作 品鑑

賞後では舞踊(dance)を,「 表現」 という観点

か ら捉えている人が20人 以上増えていた。この

ことか ら,今 回鑑賞した作品が,感 情的な要素

を多 く含み,テ ーマ性をもっていたと考えられ

る。

　 「音楽的視点」 による回答では,鑑 賞前とは

異なった回答が得 られた。例 えば,「 テーマか

ら音楽をつ くっている」や 「BGMの よう」など,

音楽を副次的に受け取っていると思われる回答

が多かった。 また,「 床で音を鳴 らしている」

といった演出的要素 としての 「音」に関する回

答 も得 られた。

　 未経験者の中には,「 自分 と重ね合 わせてし

まった」 とい う回答がい くつかあ り,鑑 賞に

よって,よ り身近に主観的に作品を受け止めて

いるように思われた。

　以上の結果,今 回の作品を通 して,あ らゆる

角度から解釈 をしてお り,幅 広い受け取 り方の

回答がでてきた と考えられる。

②鑑賞後の経験者の舞踊に対するイメージ

　今回鑑賞 した作品についての,イ メージの自

由記述を,未 経験者 と同様にKJ法 で分析 した。

　 1群(運 動の基本的な型)の 大 カテゴリーで

は9人 の回答が得られた。その中でも,空 間的

な要素を重視 した回答が多 くみ られ,動 きの一

部分よりも全体 を通 して動きをみていると思わ

れる回答であった。 また,「 衝撃のある」 「激

しい」などの強い印象を受ける回答が多 く,こ

れとは反対にやさしい動 きの印象 を受ける回答

は見当たらなかった。

　 H群(多 様な感情 を表 した語)の 大カテゴ

リーでは,未 経験者の結果 と同様に,「 後向き

な感情」 と 「前向きな感情」のカテゴリーに分

けられた。

　 「後 向きな感情」では 「動的」「静的」のカ

テゴリーに分けられた。「動的」では,心 の動

きがあるもの,「 静的」 は心の動 きが穏やかな

ものを表す語を含んでいる。

　 「動的」では,「 外部の力」から想像で きる

感情を表す語が多数みられ,未 経験者の結果に

ある 「力」 となる対象物 を表す語 はみ られな

かった。このことから,鑑 賞者 自身があたかも

踊 り手 になったかのように感情移入をして,イ

メージを広げているように受け止められる。

　 「静的」では,「不安」「困難」などの回答が

多かった。「前向 きな感情」では,「力強さ」や

「すすんでい く」 といった回答が多 くみ られ,

作品に対 して同じような解釈 をしている人が多

い と感 じた。

　 「作品全体の内容」では,1つ1つ の場面を

つなげてテーマを解釈 している鑑賞者が多い と

思われた。

　以上のことから,経 験者は,動 きを一つの流

れとして捉えてお り,そ の動きの質から内容を

イメージすることが無意識 に行われていると認

められる。すなわち,動 きを観るというよりも,

そこで何が表現されているのかを全体 を通 して

鑑賞しているといえる。

③未経験者 と経験者間の比較考察

　 1群(運 動の基本的な型)に ついて比較する

と,ま ず動 き自体を回答 している人数が全 く異

なっていることが挙げられる。動 き自体を作品

のイメージとして答えている鑑賞者は,未 経験

者が圧倒的に多 く,経 験者はわずか9人 が回答

一139一



舞踊における創作者の表現内容と鑑賞者の享受内容に関する研究

しているだけであった。このことから,未 経験

者にとって動 きは視覚的にも捉えやす く,作 品

のイメージとしても印象に残るものであると考

えられる。

　 H群(表 しだされる多様な感情)に ついては,

未経験者 と経験者 ともに 「後向 きな感情」 と

「前向きな感情」に二分 して捉 えている。 この

ことは,創 作者が作品の中でいくつかの感情の

変化 を表現 していたことから,鑑 賞者はその中

で最 も印象に残 った部分 を回答 している結果 と

思われる。今回の作品に対 して 「後向 きな感

情」 を示 した回答が108人,「 前向きな感情」を

示 した回答が64人 であ り,後 向きなイメージを

持った鑑賞者のほうが多かった。

　次に,「 受け手の感情」では,未 経験者の回

答が多かった。中でも,「考えさせ られた」「人

それぞれの解釈ができる」といった捉え方をし

ている回答が多 くみ られ,舞 踊(dance)を 思

索的に鑑賞する姿勢が回答に繋がったといえる。

　 「作品全体の内容」についての回答 をみると,

未経験者では作品の展開に重点 をおいた回答が

みられたが,経 験者では作品全体を通したテー

マをそれぞれが導 きだしているように感 じた。

　未経験者からしか得 られなかった回答として,

「演技 ・演劇的」「無声映画」「詩的」などが多

くあった。鑑賞前にはあまりこのような回答は

みられず,未 経験者にとって,そ れまでの 「舞

踊」の概念 を覆すような回答だと捉 えることが

できる。

　以上の結果をふまえ,未 経験者 と経験者間に

は,作 品を鑑賞する際,何 に注 目しているのか

とい う点に大 きな違いがあると認め られた。

　未経験者の多 くは,舞 踊(dance)鑑 賞で,

「動 き」 に重点をおいて鑑賞 していることがわ

かった。その他にも 「音楽」や 「衣装」などの

演出要素や,踊 り手の感情について想像をめ ぐ

らすなど,さ まざまな角度から作品をみている

と思われた。

　経験者は,動 き自体を把握 しつつ もテーマ性

を重視 し,広 い視野で作品を捉えているように

感 じた。その結果,経 験者の鑑賞後のイメージ

では,同 じような回答が多 く,経 験者にとって

今回の鑑賞作品は受け取 りやすいテーマだった

と考えられる。

5.ま とめ

　 ここでは,筆 者(創 作者)と 鑑賞者間の作品

に対するイメージという点か ら比較 を中心に研

究をすすめてきた。

　本調査での舞踊(dance)鑑 賞 を通 して,鑑

賞者全体における作品内容の捉え方は,や や似

通ったものであった。その一つの要因 として,

鑑賞者へ事前に 「題名」を提示 していたことが

考えられる。「題名」が提示されたことによって,

未経験者では想像の幅が広が り,逆 に経験者で

はテーマをよりわか りやす くさせて しまい,想

像の幅を狭めてしまったのではないか と思われ

た。また,本 作品を創作するにあたって,感 情

の起伏を表現することに重点をおいたことで,

より説明的に捉えられて しまったようにも思わ

れる。以上のことから,題 名 を提示せずにこの

作品を鑑賞してもらった場合,未 経験者 と経験

者にはより異なった解釈が得 られたか もしれな

い,と いう課題が残 された。

　未経験者の中には,舞 踊(dance)に 対 して,

「表現的なイメージ」 をもたない人が多 く,鑑

賞後の感想には,創 作者が表現として特別意図

していない動 きや音を,断 片的に指摘する回答

が多 くみられた。

　 これに対 し,経 験者の中でも特にモダンダン

スやコンテンポラリーダンスを鑑賞 したことが

ある人は,舞 踊(dance)を 「表現的」「人間の

身体そのもの」 として捉えていた。

　今回の作品をとお して,未 経験者の中には,

「観ていて想像することがお もしろい」や 「今

の自分と重なった」などの意見が多数あ り,今

まで感 じ得なかった舞踊鑑賞に対する新 しい観

方が発見されたように感じられた。

6.今 後の課題

　筆者(創 作者 ・踊 り手)が,作 品を創作する

上で最も大切 にしていることは嘘偽 りのない身

体で舞台にのっていることである。それは,そ

の瞬間にしかあ らわれない表現の中で,い かに
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人間の 「生」 を表現できるか,と いう思いがあ

るからである。

　今回の調査 を終え,創 作者 自身が思っている

以上に,鑑 賞者一人一人が今まで生きて きた中

での経験からくる,想 像の世界をもっていると

実感した。 このことから,創 作者(踊 り手)に

とって,自 身の作品を様々な角度から客観的に

捉えるということが,と て も重要だと感 じた。

　次に,「 コンテ ンポラリーダンス」について

の現状お よび課題 について論及す る。筆者は

日々,「 コンテンポラリーダンス」のジャンル

を志す人々と,全 く 「コンテンポラリーダンス」

の世界を知らない人々との間では,舞 踊(dance)

に対 しての理解が大 きく異なり,そ の溝は絶え

ず深 くなっているように感 じている。

　去年の夏にヨーロッパで行われたダンスフェ

スティバルに参加 した際,前 衛的な 「コンテン

ポラリーダンス」の作品を滞在中に鑑賞する機

会が多 くあった。そこでは,創 作者や踊 り手が

自己の世界に没頭 しすぎて,客 観性 を見失いす

ぎていると思われる作品が数多 くあるように感

じ,ま た,そ のために受け手は混乱 してしまう

ように思われた。これは,筆 者の偏 った主観か

もしれないが,日 本 における 「コ ンテ ンポラ

リーダンス」が発展 してい く上での問題点とし

て,「 コンテンポラリーダンス」の多様性,ま

たは移 り変わ りが激 しいことが,観 る人に 「難

しい」「取っ付 き難い」 という思いを起 こさせ

ている一一つの要因ではないか と考 えられる。ま

た,踊 り手 にとっても 「コンテンポラリーダン

ス」というジャンルは,作 品 として不完全なま

までも舞台にのせることがで きてしまう,手 軽

な感覚を持ちやすいジャンルでもあると考える。

勿論,そ のような感覚の舞踊家は少数であると思

われるが,舞 踊家は常に自分自身と舞踊(dance)

との関係性 を考える必要がある。

　今後の舞踊(dance)の 発展にとって,送 り

手と受け手の舞踊(dance)に 対する価値観が,

少しで も縮 まるような活動が必要であるし,ま

た,舞 踊(dance)が 多様化 して きているか ら

こそ,今 まで以上に,双 方が互いの存在価値 に

ついて考 えてい くことが望まれるのではないか

と考える。

　　　　　　　【引用参考文献】
1)川 口千代　宮下充正(監 修)「女性のライフ

　 ステージからみた身体運動と健康」杏林書院
　 1995

2)尼 ヶ崎彬 「ダンス ・クリティーク　舞踊の現

　 在/舞 踊の身体」勤草書房　2004
3)松 本千代栄 ・川口千代 ・徳家雅子 「動きの感

　 情価に関する研究　その2.舞 踊作品の評

　 定比較」東京教育大学体育学部紀要　第12巻
　 別冊　1973

4)川 喜田二郎 「発想法」中央公論新社　1967
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KJ法 によ る鑑 賞酌　 未経験者 のイ メー ジ

受け手の感情(66)

※(　 )内 は、園答者'の総人数

　　　　　　　　　　　　 H群 ・多様 な感情(128) 1群 ・運動の基本的な型(88)

ブラスの イメージ(66)

美 しい ・きれ い(37)

撞 れ

かわいい

笑顔

生 き生 きしている

青 春

セ クシー

見てい る人 を楽 しませ られ る

鑑 賞 費の心 に影響(19)

面白い

わくわ くす る

す ごい

圧倒 され る

気 持ちいい

癒 し

購れ 晴れす る

さわやか

感動 的(7)

魅了 され る

魅力的

魅せ られ る

動 的(i9)　 　 　静的(19)

情 熱的　 　 　 　優雅

パワ フル 　　　　雅や か

元気　 　 　　 　繊細

　 　　　 　　　 厳 か

　 　　明るい(107)

　 　 華≡や カ、P華 麗　(42)

　 　 楽 しい　豪華

　 　 輝 いている

　 　 派 手

動的(77>

か っ こ い い(44)

リ ズ ム ・ リズ ミ カ ル

　　 　 軽や か

逮度性(2)

動 きがはや い

機敏 な動 き

跳ね る

　 強さ(11)

激 しい

メ リハ リがある

キ レがあ る

動 き全 体(4)

蕊 本的な ステ ップ がある

形 や動 きに規則性が ある

まわる

動 きに強弱 がある

静的(7)

ゆ った りしてい る

のびや か

しなや か

そ の 他(94)

芸術(21)

アー ト

ステージ

演劇 的

創作 的

礁
　　統的

　　族文化

音楽(11)

音 楽 との関係 が大 きい

音楽が特徴的

音 楽に合わせ て踊る

音楽 との コラボ レー ション

ダンスに合 った音楽が ある

舞踊 ジャンル(27)

ヒップ ホ ッブ　 ソーラン節

ミュー ジカル 　宝 塚歌劇

クラシ ックバ レエー
高尚

敷居が 高い

お嬢様 っぽい

多ドF≡常 的　　(6)

日本算踊

ジヤ ズダンス

ジャンルが多 い

ジャンルに よって、

違 う楽 しみ方が できる

斬新

自己満 足の 世界

世開離 れ した世 界

独 特な繊界

異空閥

その他(3)

集中力

衷僖

女性 らしさ

協 調性(4)

皆 であわせ る

大勢で踊 ってい る

技 術(4)

技術 が必要

得意 ・不得意 がある

難 しそ う

表現(25)

自己表現 ・感 情衷現 ・表現カ

テーマ を表現 する

炎現す る手段 の…っ

手足の先 まで表現す る

なにか鋲 える ものが ある

枇会性(4)

流行って いる

生涯ダ ンス

雛代 を開わな いで楽 しめる

世代 を超え られ る もの

小 さい子か ら大人 まで楽 しめる

運動領域 　(43)

体が しまってい る

筋肉

汗

柔軟性

体幹 を鍛 え られ る

運動神経 が必要

痩せそ う

細い人 が多い

しん どそ う

練習が厳 しい

大変そ う



KJ法 による鑑賞前　経験 者のイ メー ジ ※(　 )内 は 、 回 答 者 の総 人 数

受 け手 の感 情(28) 0群 ・表 しだされ る多様 な感情(24) 1群 ・運動の基本的 な型(6)

ブ ラ ス の イ メ ー ジ(28)

鑑 賞者 自身の 心に影饗(8)

感動 的(7)

魅 力的

爽 深い

す っき りす る

笑頗

面 白い

あ つい

美 しい ・き れ い(16)

明るい(18)

　華や か

　楽 しい

動 的

元気

　 静的

　優 雅

暗い(2)

苦痛

病 ん でい る

動的(5>

國
か っこいい

区

渕

そ の 他(59)

体 での表 現(6)

体 を使 って爽現

体全 体 を使 う

体

爽 現(21)

感 情的

自己表現

人ne的(10)

生

リアル

心 ・魂

脳み そ

自由

死

呼 吸

生 き様

両 刃の剣

入 閥

伝 統

文化

芸術(10)

音楽(5)

芸術的

総合芸術

コ ンテ ンポ ラリー ダンス→ 無頓鵯 す ぎる

ス トリー トダンス→ 合わせす ぎ る

メ ッセ ー ジ性 があ る(2)

1醸 で猷 られないものを鰍 る

欝葉 を使わ ない褒 現 測造性

作品 の イメー ジにな りき ってい る

そ の他(4) 非 目常的(2)

盤界 をす くう

光

女 性

興 味 をもつ 人、 もたな い人に 差が ある

異空 醐

現実 離れ してい る もの

協0性(5)

団体演技

技術 ・身体(7)

技術

身体性

筋肉

柔軟性



鼠
ら

KJ法 による鑑賞後　　未経験者のイメージ ※(　 )内 は 、園答者 の総 人数

II　 ・表 しだされ る多様な感情(122)

前向きな感情(46)

飛び立ちそ う

変わろうとする自分

人間の強 さ

立ち向かっていく

追いかける

田指すものがある

すすんでいく

後向きな感情(76)

意志

肴鍵

求める

勇気

光

解放感

力強さ

動的(36)

ぶつかっている　黛圧 　　必死さ

もがいている　　戸惑い　迷い

もどかしい　　　葛藤　　混沌

振絶される　 　　闘っている

抵抗している　　翻弄される

壁　　 　　 障害

静的(40)

困難　　苦悩　 　停い

不安　　絶望感　暗い

つらい　切ない　挫折

悲しい　厳 しい 地味

落ち着いた

そ の他(117)

1薄 ・運動 の基本 的 な型(104)

やさしい動き　(12)

しなやか　　　　丁寧

ちぢこまる　　なめらか

ゆっくり　　　 ゆるやか

やわらかい　　　曲線

うずくまっている

指 先 齢足 先iこ着 目　(48)

強 い動 き　(27) 動き全体(17)

ダイナ ミック　 　重い

のびやか　　　　鋭い

迫力がある　 　 激しい

しっか り　　　　 倒れる

衝動的　　 　　 直線

大きい動き　　　屈折

細かい動き

人さし指

神経がいきとどいている

手足が別の生き物のよう　　奇妙

一方向へ遊む　　　　　　強弱がある

終始一点を指 している　　連続 した動 き

動きに喪惰がある　　　　緩急が激 しい

全神経を使っている　　　葬 冒常な動き

予想ができない動 き　　　動 きが幅広い

全身で空間を支配 している

細かい動き→悩んでいるよ う

艀かだけ ど激 しくなっていく

1つ の流れができている

演出要素(16)

音楽(6)

床で音を鳴らしていた

リズムにとらわれていない

音楽と動きがばらば ら

動きに音楽がついて くる

テーマから音楽をつくっている

BGMの よう

團

國
爽情(4)

ス トー リー 性 があ る(12)

演技 ・演劇的

ミ誕一ジカル

詩的

無窺映画

パ ントマイム

褒現(43) 作品全体の内餐(58)

自己表現

体全体でm

侮かを裏現

1入 でもいろんな表現がある

イメ～ジや表現を寮視 している

感情(14)

感惰を表現　　　心情の変化

たくさんの感情　人の内面

人聞喋のある　　心の奥

心と体(6)

動きに思いが込められている

体で気持ちを表す

一方的

形式ばっていない

心の浮き沈みが激 しい

場面(5)

テー マ性(is)

テーrに そっている

題と動きがnっ ている

コン トラストのはっきりした作晶

r道」と 「未知」

人生

分かれみち

細い道を歩いている

水た濠りのようなところ

メ ッセー ジ性 が あ る(24)

世界観{2)

自分1入 の世界

空想の世界

訴えてくる

理解を求めているわけではない

作融の展潴(5)

意外な展開

善悪の選択

受け手の感情(37)

隅(17>

かっこいい　　　萩鮮

すっきりした　　すごい

びっくりした　　共感 した

考える二とがお もしろい

興味深い

奥深い

感動

きれい

思素的(6)

考えさせ られる

想{象が膨 らんだ

人それぞれの解釈ができる

落ち着いた気持ちになった

陰(14)

怖かった　難 しい

戸惑った

π
紡
耳
か
越
斎
疎
㊦
撒
韻
冴
咽

伴
醜
躁
疎
㊦
栂
幽

冴
蜴
π
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前向 きな感情(18)

H群 ・表 しだ され る多様な感情(50)

自分 の中 にあ るもの を貫 く前 向 きさ

後向 きな感情(32)

鹸的(15)

自標

希望

不安

織 細　 　臆病

寂 しい　悲 しい

力強 さ(15)

なか なか 前に進 めない

不安感

先 の見 えない恐 怖心

エ ネルギ ーの強 さ

決心

強 い感情

堂 々 としてい る

凍 と した

匠

難困

悩む

動作的

知 らない世 界をす すん でい く

抵抗 しなが ら もすす ん でい く

何か に向か ってい く

すす んでい く

力強 く晧 み 出 して い く

壁 を乗 り越 えてい く

必死 さ

自分 と闘 って いる

模索 して いる

幽難 にぶつ か る

動的(17)

外 部の カか ら生 まれ る感 情

抵抗 して いる

もがい てい る

葛藤

1群 ・運 動 の 基 本 的 な 型(18)

強 い動 き(8)

衝 撃 のあ る

激 しい

鋭 い

heavy

空 間性(10)

広 が りと縮 まりが よくみ えた

一 直線

広 がる よ うな

の びのび して いる

受 け手 の感情(7)

　　 　 　　 　 　 心に影 響(6)

鑑賞 者に 問いか けて くる よう

余韻 が残 る

無防備 な と8ろ をなで まわ された よ うな

　　 　 　　 　 (い い意味 で)え ぐい

そ の他(22)

作 品全体 の内 容(20)

「みち」 は1つ で はな い

未 来 と過 去

0道Jと 「未 知」

未 知な道

生 きてい くみ ち

将 来i

自分の成 長

自律

人 生

場 面(5)

1本 の 道

いろ んな道

裸足 では痛 そ うな地面

なな めの道

iつ の道 に四 季を感 じた

色ん な言舌を してい るよ う

抽象的

表情


